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【００３０】
（実施例６）
　この実施例においては、我々は、gp120及びCD4のフラグメントの複合体が免疫原性であ
り、HIV-1中和抗体を誘導することを証明した。特に、gp120の結合に必要である、CD4の
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最初の2個のドメインのみを含むCD4の断片がクローニングされ、チャイニーズハムスター
卵巣（CHO）細胞中で発現された。図８は、sCD4（SCD4として示される）及びCD4との対比
における、このCD4（DID2として示される）の断片の略図を示す。CD4の断片は、CD4の第
３及び第４のドメインを含まない。
　次いで、CHO細胞の上清から、DID2断片を均一に精製した。精製されたDID2断片はgp120
と複合化されることがわかり、該複合体は、ウサギ中で抗HIV-1応答を誘導した。DID2の
調製、DID2の免疫学的反応性及びgp120-DID2複合体の免疫原性については以下の詳細に議
論する。
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